
Japan Society for Southeast Asian History

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Southeast 　Asian 　History

て 検討す る為の 材料 を提出 した い
。

　今
・…

つ の 問題 は 、オ
ー

ラ ル ヒ ス トリ
ー

の 担い 手の 位置で ある 。 オー
ラ ル ヒス トリ

ー
の 語

り手は往 々 に して 老 入で ある が、近 年の 急速な社会の 変化 に よ っ て 、語 り手は 、社会の 周辺

にお か れ る傾向に あ る 。
こ うした問題 に つ い て も触 れて み たい 。

資料 ・ 研 究短 報

「近 代早期東亜 海洋史與臺灣島史國際學術 研討會」の 報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良 修
一 （東方研究会）

　 2000 年 10 月 26 日か ら 27 日まで の 2 日間、中華民 国台北 市にある 中央研究院に

おい て 「近代 早期 東亜 海洋 史與臺灣 島史 ：慶 祝曹永和 院 ．t一八十 大壽 　國際學術研討會」が開

催 され た。
こ れは 、 副題 に あ る とお り、 曹永和先生 の 八十才の お祝い の ため に 開催 され た学

会で ある 。 中華民 国の 研究者だけで な く、 オ ラ ン ダ 、 ア メ リ カ 、 タ イ 、 日本 な どか ら多 くの 研

究者が集 ま り盛 大に 開催 され た 。

　 ご存 じの 通 り、曹永和先生 は、ロ本語 も堪能で あ り、オ ラ ン ダ語史料 を用 い なが ら、台湾

と 日本や東南 ア ジア の 関係 を研究 され て きて お り、多 くの 著述 を されて い る 。 現在 で は 、中

央研究 院の 院士 と して 、今 なお活躍 され て い る 。

　そ の 活動は 広 く海外 に もお よ び 、オ ラ ン ダ eラ イデ ン大学の Leブ リュ ッ セ博士 との 親交

も深 い 。今回の 学会 の 開催 にあ た り、多 くの オ ラ ン ダ人研 究者が参加 した の もその 関係 で

あ る 。 日本か らは、加藤栄
一
先 生 をは じめ 、 永積洋子先 生 な ど、6 名が 参加 した 。

　 学会 は 、英語 と中国語で 行われ た 。

…
日 4 セ ッ シ ョ ン、二 日で 8セ ッ シ ョ ンが 行われ 、

一

つ の セ ッ シ ョ ン にそれぞ れ二 入の 発表者 と コ メ ン テ
ーターが つ き、全部で 16 の 発表が行

われ た （但 し、 生 田滋先生 が参加で きな くな り、
ペ ーパ ーだけ とな っ て い る ）。

　 その 発 表は 、 以 下の 通 りで ある 。

第
一

セ ッ シ ョ ン

Leonard 　Blusse　　
”God 、　Gold 　and 　Gloom 、　the　Lirnitations　of 　the　Dutch 　Colonial　Project　in

Taiwan （1635−1645）
”

加藤栄
一・
　　　 十 ヒ世紀前 半期東

・南 シ ナ海域 にお け る鄭
一

官 と連合 オ ラ ン ダ東 イ ン

ド会社

第ニ セ ッ シ ョ ン

奈良修
…
　　　　

’1Zeelandia
、　the　Factory　in　the　VOC 　Netw   rk

’T

Wquter 　Miide　　
”Buil　in　tl、e　China 　Sh叩 ・Pieter　Nuyts　in　China　and 坤 an

”

第三セ ッ シ ョ ン

Paul　A ．　Van　Dyke　
”
The　Anglo一夏）utch 　Fleet　of　Defence（1620−1622）：Prelude　to　the　Dutch

Occupation　of 　Taiwan
’”

Dhiravat　na 　Pombejra 「「The 　Duteh −Siamese　Confiict　of 　1663 −1664 ：A

Reassessment
”

第四 セ ッ シ ョ ン

生 田 滋　　　　　　　
1
？ortuguese 　Voy 且ges　in　the 正ndian 　Ocean 　and 　Southeas亙Asia：AReassessment

Qf 　the　Rolo　of　Macao 　i肛 the　Po 伽 gucso　Tr段d　in　Maritime　Asia 、 1500−1650”

John　E．　Wills、　Jr．　
”The　Dutch 　Rcocuupation　of 　Chi−lung．　 1664−1668

’1
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第五セ ッ シ ョ ン

Patrizia　Carioti　　
1 「Diplomacy、　Piracy、　Commerce ： Some 　Netes　oll　Kan −ho　System （Seals

Trade）、
　XV −XVI 　Centuries’「

永積洋子　 　 　　
「「
The　Vermilion　Seal　Mariti田 e　Trade　ln　Taiwaガ

第六 セ ッ シ ョ ン

荘 国土　　　　　　「論 十
…至 十九 世紀初 海外華商経貿網路 的形成和発展」

陳 國棟　　　　　　「十七 世紀初期 東亜 貿易 中的中国綿布
一Cangan 與台湾」

第七 セ ッ シ ョ ン

Jose　Eugenio　Borao　Mateo ” Fleets、　Rellef　Ships　and 　Trade−The　Communicatlon　between　Talwall

and 　the　Philipp｛nes （16726 −1642）
1’

j．Huber　　　　　　
”Relations　between 　Zheng 　Chenggong 　and 　the　Netherlands　East　India

Company 　from　1650　to 王655
贐1

第八 セ ッ シ ョ ン

康培徳　　　　　　「荷 蘭時代 西拉雅大型 聚落で 叮能成因」

翁佳 音　　　　　 「近代初期的台湾風雲」

　二 日目の 晩餐で は 、曹永和 先生 の 誕 生 を祝 う宴会 と な り和や か に進 ん だ 。 また、翌 日か

ら
一一

泊二 日で 台南へ の オ プシ ョ ナ ル ツ ア
ー

が 企画 され た 。

　 この 学会で 発表 された論文 は 、 近 々 オラ ン ダか ら刊 行 され る予 定で ある 。

　また、ブ リ ュ ッ セ博士 が編集 して い た
”Dagregister　te　Zeelandia

”
（『e

’
　一一ラ ン デ ィア城 日誌』）

の 第四巻が こ の 学会で お披露 目され 、
こ れ に よ り『ゼ ー

ラ ン デ ィ ア城 臼誌』は全巻刊行 され

た こ とに なる 。 今後の シ ナ海貿易の 研究に は きわめ て有益 な資料が揃 っ た こ とに な る 。
こ

れ は 、 当然オ ラ ン ダ語で 書かれて い る わ けで ある が 、台湾の 江樹生先生 が 、 中国語訳 を刊行

して お り、 現在第 一巻が 出版 され て い る 。 （江樹姥譯註『熱 蘭遮城 日誌』第
一

陽、台南市政府、

2000 ）

日本マ レ ー シ ア研 究 会 （JAMS ）に つ い て

　　　　　　　　左右 田直規 （国立 民族学博物館地域研究企 画交流 セ ン ター ）

　 日本 マ レーシ ア研究会は 、マ レ
ー

シ ア に関する研究 と交流の ネ ッ トワ
ー

クの 拠点 と して 、

1992年 に設立 された 。 前身は」 987年に マ レーシ ア研究留学中 の 若手研 究者 に よ っ て 立 ち

上 げ られ た勉強会で ある 。

　現在、年 に
一

度 、 総会 を開催する とと もに 、 年に
一・

、 二 度 、研究会例 会お よび関西例 会を催
‘
してい る 。 その ほか、不定期で はある が、会員以外 に 開かれ た公開セ ミナ

ーを主催 して きた ，

年 に r．
、 三 回発行 され る会報は 、研究会や シ ン ポ ジウ ム の 情報、マ レ

ー
シア 研究の 出版物の

紹介や 書評、資料紹介、研究 ノー トな どを掲載 して い る 。

　 1992年の 設立 当初 25名を数えた会員数は 、現在 では 130名以上 にの ぼ っ て い る。 会員の 大

多数 を占め る研究者 （教官、 学生 な ど）の 専門分野は
、 人類学、 社会学、 歴史学、 地理 学 、 文学 、

政治学 、 経済学 、 農学 、 地域研究な ど と多岐 に渡 っ て い る。また 、少数で はあ るが 、
マ レ ーシ

ア に 関わ りを もつ 企 業や 団体 に所属す る 会員 を含ん で い る 。

　 2000年の 主 な活動 をま とめ て み た い
。 まず 、 研究会例会が 、 3月24日に 、 東京外 国語大学ア

ジ ア nア フ リカ 言語文化研究所 の 「東南ア ジ ア 島嶼部 にお ける 人の 移動」プ ロ ジ ェ ク トとの
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